
第７学年２組 音楽科学習指導案  

 
日時 令和７年２月１４日（金）５校時 

場所 附属義務教育学校後期課程 音楽室 

授業者 竹田 瑞葵 

 

１ 題材名 「人々の暮らしの中から生まれた日本の民謡のよさを味わおう」 

 

２ 題材の目標 

（１）日本の民謡の音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて理解する。 
（２）音色，リズム，旋律，形式を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな 

がら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに，生活や社会にお

ける音楽の意味や役割について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。  

（３）日本の民謡が生まれた背景や，節回し，コブシ，囃子詞などの歌い方の特徴，声や楽器

の音色，音階などに関心をもち，音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組む。 

 

３ 授業構想と探究への手立て 

日本の民謡は，労働や風習などによる人々の生活の中から生まれ，現在も地域の人々によっ

て時代に合わせて受け継がれている。また，日本の民謡の分類は様々で，その方法として，歌

われる機会による分類〔仕事歌，座敷歌，踊り歌，祝い歌，子守歌〕，リズムによる分類〔拍

節的な「八木節様式」，自由リズムの「追分様式」〕，音階による分類〔都節音階，律音階，民

謡音階，琉球音階〕などがある。 

本題材では，日本の民謡を通して，音楽と生活が密接に関わっていることを実感し，日本の

民謡についてより深い関心をもてるようにしていきたい。また，様々な日本の民謡の種類やそ

の音楽の特徴に触れることによって，多様性があることを理解するとともに，本題材で取り上

げるそれぞれの日本の民謡のよさについて聴き比べながら探究する意欲を高めていきたい。

そして，それらのよさを他者に伝えることを通して，日本の民謡に対する関心をもつことがで

きるようにしたい。 

まずは，身近にある日本の民謡について知っていることを生徒間で共有し，その民謡に対す

るイメージや音楽の特徴について話し合う。その後，『ソーラン節』〔仕事歌〕を取り上げるこ

とで、日本の民謡が生まれた背景と音楽の特徴は密接に関わっていることについて生徒が知

覚していけるようにする。そして，日本の民謡は各都道府県に様々な種類のものが存在してお

り，その中でも歌われる機会による分類の代表作として，５つの民謡（『南部牛追唄』〔仕事歌〕，

『伊勢音頭』〔座興歌〕，『谷茶前』〔踊り歌〕，『銚子大漁節』〔祝い歌〕，『五木の子守唄』〔子守

歌〕）を取り上げ， それらの民謡が生まれた背景と音楽の特徴とを結び付けながら聴き深めて

追究するグループ学習を取り入れる。その後それぞれの民謡のよさについて追究したことに

ついてグループごとにプレゼンテーションの時間を設ける。 

５つの民謡のグループ分けについては，調べたい民謡ごとに４～５人程度のグループをつ

くる。各民謡の生まれた背景と音楽の特徴を結び付けながら聴き深める学習をグループで主

体的・協働的に進められるように，まとめ方もグループで考え選択し，追究をより豊かにして

いく姿を目指したい。 

 

４ 本題材で扱う学習指導要領の内容 

 Ｂ鑑賞（１）鑑賞 ア（イ）生活や社会における音楽の意味や役割 

イ（ウ）我が国や郷土の伝統音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽    

の多様性 

〔共通事項〕音色，リズム，旋律，形式 

 （本題材の学習において，生徒の思考・判断・表現のよりどころとなる主な音楽を形づく 

っている要素：「音色」「リズム」「旋律」「形式」） 

 



 

５ 題材の評価規準 

 

６ 指導と評価の計画（全３時間） 

次 時 ◎ねらい ◯学習内容 ・学習活動 知・技 思 態 

第

一

次 

◎人々の暮らしの中から生まれた日本の民謡のよさを味わう。  

１ 

○自分たちが知っている民謡について考える。  

 ・身近な民謡や歌ったことや聴いたことがある民謡について話し

合う。 

◯南部牛追唄（仕事歌）の音楽の特徴について知覚し鑑賞する。 

・南部牛追唄の音楽の特徴を知覚する。 

・南部牛追唄の歴史的背景と音楽の特徴を結び付けながら，南部牛

追唄が生み出された経緯を考える。 

○次回は，伊勢音頭（座興歌），谷茶前（踊り歌），五木の子守唄

（子守歌），銚子大漁節（祝い歌）の５つの民謡について，民謡

が生まれた背景と音楽の特徴を結び付けながら聴き深めることを

伝え，どの民謡について聴き深めていきたいかアンケートを取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
（
本
時
） 

 ◯民謡が生まれた背景に着目し，それらと音楽の特徴がどのように

結びついているのか追究する。 

・事前にとったアンケートをもとに編成したグループで，民謡の生

まれた背景と音楽の特徴を結び付けながら追究する。  

・それぞれのグループで中間発表をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思  

 

３ 
 

◯グループでプレゼンテーションをする。  

・民謡が生まれた背景と音楽の特徴を結び付けることで見えてきた

民謡のよさについて発表し，興味をもった点や自分の調べた民謡

と比較して気づいた点を伝え合う。 

◯人々の暮らしの中から生まれた日本の民謡のよさを味わうことが

できたかを振り返る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

態  

 

７ 本時の学習（２/３） 

(1) 目標 

 民謡が生まれた背景に着目し，それらと音楽の特徴がどのように結びついているか追究す

る。 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの反応  教師の支援と評価  

１．前時を振り返る。  

・民謡には拍のあるものとないものがあり，な

ぜなのか気になったのでもっと深く知りた

い。  

・前回の授業で聴いた『ソーラン節』にはかけ

・前時のふりかえりをし，民謡の音楽的特徴に

ついて確認することで，本時の学習に主体的に

取り組むことができるようにする。  

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日本の民謡の音楽の特徴

とその背景となる文化や

歴史との関わりについて

理解している。 

・日本の民謡の音色，リズム，旋

律，形式を知覚し，それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚したこと

と感受したこととの関わりに

ついて考えるとともに，生活

や社会における音楽の意味や

役割について自分なりに考

え，音楽のよさや美しさを味

わって聴いている。 

・日本の民謡が生まれた背景

や，節回し，コブシ，囃子詞

などの歌い方の特徴，声や楽

器の音色，音階などに関心を

もち，音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に鑑賞の学

習活動に取り組もうとして

いる。 



声があり，聴いている人も楽しく感じられる

ので，かけ声に注目して聴いてみたい。  

 

２．めあてを確認する。  

 

 

 

３．事前にとったアンケートをもとに編成した  

グループで，民謡の生まれた背景と音楽の

特徴を結び付けながら追究する。  

・「南部牛追唄」は拍節がないことが特徴的で，

牛を引っ張る動作を継続しながら唄うこと

で，仕事の辛さを紛らわせているのがよさで

ある。  

・音同一同形式が特徴の「伊勢音頭」は，踊る

際に息を合わせやすくする工夫があり，以前

は山にある木を運ぶときの仕事歌として使

われていたことと関連があると考えた。  

・三線のリズムが弾む感じになっていて、それ

に合わせて唄や踊りが入る「谷茶前」は，陽

気な雰囲気を出しながら踊りに親しむこと

ができるため，当時の琉球国王を楽しませて

いたのではないかと考えた。  

・「五木の子守唄」は同じ旋律を繰り返してい

るが，歌詞の内容は子守の辛さを語っている

ので，やるせない気持ちを感じることができ

ることがよさである。  

・囃子詞が「ハーコリャコリャ」と繰り返すこ

とが特徴の「銚子大漁節」は，大漁でめでた

いことを多くの人たちで盛り上がることが

できることがよさである。  

 

 

 

 

４．それぞれのグループで中間発表をする。  

・楽器に注目して「南部牛追唄」を聴いていた

が，拍がないことについて新たな気付きを得

た。  

・もともとは仕事歌である「伊勢音頭」のかけ

声の変容について知り，歴史的な面でのよさ

について考えることができた。  

・琉球音階で唄われる「谷茶前」は，沖縄らし

 

 

 

 

 

 

 

・前時のアンケート（調べたい民謡）をもとに、

５つの民謡について 7～8 グループを事前に

編成しておくことで，円滑にグループ学習を

進めることができるようにする。  

・より深く追究するために，民謡の音楽の特徴

（音色，リズム，拍節，節回し，コブシ，音

階，囃子詞など）の視点から民謡の生まれた

背景と結び付けながら聴き深めるよう伝え

る。  

・クラスルームに音源を投稿し，個人やグルー

プで視聴できるように準備しておく。  

・各民謡の生まれた背景や状況についての概

要を提示し，音楽の特徴と結びつけるための

手立てとする。  

・まとめ方はグループで考えて選択できるよ

うに予めホワイトボードや紙を準備してお

く。まとめる際に ICT を使用する場合は，教

師も共有できるように設定するよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同じ民謡でもそれぞれで取り上げた「民謡の

特徴」は異なるため，様々な視点で民謡のよ

さについて考えることができるよう伝える。 

 

 

 

 

 

民謡の生まれた背景と音楽の特徴を結び付けながら聴き深めよう  

【評価（思考・判断・表現）】 

 民謡の音色，リズム，旋律，形式を知覚し，

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したことと感受したこととの

関わりについて考えるとともに，生活や社会

における音楽の意味や役割について自分なり

に考え，音楽のよさや美しさを味わって聴い

ている。 

（PC 端末，観察，発言） 



さを編み出しており，リズムも同じように表

していると分かった。  

・「五木の子守唄」には，旋律の音階の影響が

あり，歌詞も相まって，独特の雰囲気が実感

できた。  

・囃子詞だけでなく，コブシが多用されている

「銚子大漁節」はさらに気合いが入る気持ち

になることが分かった。  

 

５．本時を振り返る。  

・民謡のよさを「民謡の特徴」をもとに考える

と他の特徴とも関わっている内容もあり，自

分の知らなかった視点でよさを知ることも

できた。  

・今日は囃子詞に注目して聴いたが，次回はコ

ブシにも注目して聴いてみたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・民謡の背景と音楽の特徴とを結び付けなが

ら聴き深めることができたか振り返るよう

伝える。  

 

(3) 予想される生徒の具体的な姿 
十分満足できると判断される状況  おおむね満足できると判断される

状況 

支援を要する状況への手立て 

自分の調べた民謡の背景をもと

に，いくつかの音楽の特徴と結

び付け，自分なりに評価しなが

らよさについて追究することが

できる。 

自分の調べた民謡の背景をも

とに，音楽の特徴と結び付け，

自分なりに評価しながらよさ

について追究することができ

る。 

民謡の背景と音楽の特徴を

結び付けることが難しい 

→音楽の要素を一つ提示

し，背景と結び付けながら

聴くように声かけをする。 

 

８ 自立した学び手の姿 

本時では，調べる民謡を自分で選択し、主体的に民謡のよさについて追究できるようにする。ま

た，民謡の生まれた背景と音楽の特徴がどのように結びついているのかをグループで協働的に分

析をしていく。グループ活動を取り入れることで気付きも増え，より聴き深めていくことができ

ると考える。 

最後に，グループで調べたことを共有する時間を設け、自分たちの調べた民謡と他の民謡とを

比較して共通点や相違点を見つけていく。それによって日本の民謡に対する捉え方の変容を感じ

取り，民謡のよさについて深く実感することができると考える。 

 


